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３年生はいよいよ入試本番、体調や睡眠等の自己管理が大切
１月に入り、３年生は私立高校の入試が連日のように行われています。また、今年度から群馬

県公立高校の入試が２月２１・２２日の１回になりました（前後期はなくなりました）。残り３
週間体調等の自己管理を十分に意識して、今まで身に付けた実力を存分に発揮してほしいです。

立志式 （１月２５日５・６校時実施）
２年生が将来に向けての志を立てる立志式を保護者参観のもと行いました。
立志式では一人一人が自分の思いを大きな文字で表現し、将来に向けた決意表明をしました。

全員立派な文字で、将来への思いを力強く表現していました。中学生のしっかりとした一面が
輝いた式となりました。 決意表明の一部を紹介します。

「百折不撓」何度失敗しても志を曲げないという意味。これから困難が幾度も訪れると思いま
すが、この言葉を胸に私の目標を１つずつ達成していきたい。

「繋がり」将来の夢が人との繋がりが大切な職業なので、誰にでも優しく接し、人との関わり
を大切にできる人になりたい。

「献身」身をささげるという意味。自分の利害に関係なく、人に尽くしていきたい。様々な事
柄に丁寧に対応して生きていきたい。

校内書き初め展（全学年） 冬休みの宿題で出てい
た書き初めを展示しまし
た。２・３年生の文字は
自由でしたので、思いの
こもった四字熟語や今の
気持ちを言葉に表したも
のなど、個性あふれてい
ました。1年生について
は、授業で扱った言葉を
書き初めにしました。
（教育課程が変わりましたので、
今年度で最後となります。）

部活動部員募集の一部変更について
野球部：他校との合同チームを組むということで、部員を募集します。

（来年度の１年生だけでなく、現在在校している１・２年生も３学期から入部可能）
単独でチームが２年間組めなかったという理由で（廃部を検討していたため）、年度当初は

部員を募集しませんでしたが、今年度市内５中学校で部活動の存続や廃部についての共通ルー
ルを作成しました。そのルールの中で、「単独チームが組めない場合でも、他校との合同チー
ムが学校間で了承のもと組める場合には、学校内での活動存続を認めていく」ということを決
定しました。（今後も合同チームなどの場合は市内中学校で十分に検討をして決定します）

◎能登半島地震義援金募金活動について（青少年赤十字委員会）

明日２月２日（金）登校時間帯に昇降口で募金活動を行います。先週から校
内では募金活動を開始しています。保護者の皆様も是非ご協力をよろしくお願いします。
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第７回オンライン朝会（キャリア教育）
1月16日泉澤信哉先生をゲストティーチャーにお招きして、朝の15分間講話をしていただき

ました。泉澤先生は、三小ことばの教室の一期生で、色々な思いから言葉等の障害を持つ人達の
ために、役に立つことを頑張ってみようと思い、選挙に出て市議会議員や県議会議員になったそ
うです。また、中学校時代の辛く悔しい体験をした時に友達から助けてもらったことが人生の大
きな支えとなって、その後も苦しいことや辛いことを乗り越えることができたということなど、
人生の豊富な経験や印象深い人との出会いについて話されました。そして、だれにでも悩みがあ
り、苦難や失敗、挫折を経験することもあるが、そのことで人間として成長できるということ、
そのような経験があるからこそ、優しく、思いやりのある人にもなれるということを強調されて
いました。

＜中学生に伝えたいこと＞
「卑屈さ」は人生の敵です。
いつでも・どこでも「人生の主役は自
分なのだ」という気持ちを持ち続けて
ください。
「自分は主役としてドラマチックな人
生を演じているのだ！」と信じて本当
の自分を見失うことことがないように
「前を向いて胸を張って」歩んでいっ
てください。

館林女子高校箏曲部と音楽の時間に交流（１月１７日５・６校時）
１年生学年音楽の

時間に、館林女子高
校箏曲部の皆さんが
来校し、箏曲演奏と
楽器に親しむお話を
してくれました。
これから音楽で、

お箏等和楽器の学習
に入るので、和楽器
のよさを学ぶ、絶好
の機会でした。あり
がとうございました。

第２回部活動交流（テニス男子女子・剣道部）
1月1９日にOB・OGとの交流を図る第２回部活動交流を

実施しました。日が短いので1時間程度でしたが、OB・O
Gの皆さんと一緒に
プレーすることや
お話をするだけで
なく、様々なアド
バイスをいただく
ことができ、技術
面での向上にもつ
ながりました。大先輩や地域の方の声かけや指導が入
ると、いつもよりメリハリのある部活動時間となりま
した。ボランティアの皆様、大変ありがとうございま
した。これからもよろしくお願いいたします。


